
岐阜県高山市での脱炭素先地域の取り組みとこれまで自身

の森林における取り組み
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井上博成



自己紹介 井上 博成

平成元年（1989年）生まれ。現在3４歳。高山市出身。東日本大震災をきっかけに地域の新しい価値を感じ、出身地である高山
市と京都大学との間で2014年～自然エネルギーに関する研究開始をきっかけに飛騨高山へ戻るようになる。
2021年3月末日にて、京都大学大学院経済学研究科博士課程 研究指導認定退学 （現在、博士論文申請中） 。
主な研究領域としては自然資本（特に自然エネルギー）と地域金融。最近は関心があり水素+モビリティも研究・実践中。

自然エネルギー（特に木質バイオマス、小水力）を研究⇔実践する中で、小水力では、飛騨高山小水力発電㈱を設立（2015年）し
各地で小水力の事業化を行うようになる。（現在、全国にて小水力発電については数十の事業体の設立に関与）

木質バイオマスを研究・実践する中でエネルギー利用のみならず、木材そのものの利用に高い関心を持ち、飛騨五木株式会社
（2015年）の立ち上げを行う。また研究テーマでもある地域金融への事業化に高い関心を持っていたことから実家の井上家の
グループ内で、管理型信託会社であるすみれ地域信託㈱（2016年）の設立を行う。

現在は、もっぱら高校時代からの夢である、大学設立に向けて準備（一般社団法人CoIU設立基金 代表理事）を進めている。
2026年4月に、Co-Innovation University(仮称)の開学を構想し準備を進めている。
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飛騨高山エリア 高山市 及び周辺自治体
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面積 総人口 世帯数 備考

飛騨市 792.31 23565 8890 2020年7月1日時点

高山市 2177.67 ８６985 35910 2020年7月1日時点

下呂市 851.06 31584 12159 2020年7月1日時点

白川村 356.55 1668 582 2016年12月28日時点

合計 4177.59 1４３802 57541

国内で一番大きな
自治体が高山市。
内92％が森林面積



原体験 東日本大震災、福島第一原発事故の二重災害
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－ 201１年３月１１日 －

当時、大学4年生になる頃。

大学の設立自体は、高校時代からの夢だったも

のの、官僚⇒政治家⇒大学設立の流れを描き、

国家一種試験を受けるべく、日夜勉学に励んで

いました。そんなとき発生した、東日本大震災、

福島第一原発事故の二重災害は私自身の価値

感に大きな影響を与えました。

地域経営・地域自治
内発的な持続可能な地域づくり

トップダウンではなく、ボトムアップの必要性
地域が自ら活動することの重要性

地域と都市部との強力な依存関係
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大学との研究をきっかけに委員会発足と各種事業化・論文執筆



高山市長ブログより
◇2013年1月21日（月）

今年から京都大学の大学院に進む、
井上博成君が市長室を早朝訪問してくれ
ました。斐太高校出身で、自宅は私の近所。

環境とエネルギーの研究を目指しているそうです。
高山市の自然環境を生かした大学誘致について提言をいただ
きました。
若い力を感じさせてくれる好青年。

自然再生エネルギー利用日本一を目指す高山市として、彼等の
活躍に期待しています。 （国島市長ブログより引用）

研究のきっかけ 高山市様と京都大学との研究の開始のきっかけ：早朝訪問
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研究 高山市様と京都大学との研究の取り組み進展

高山市における自然エネルギーの導入拡
大を加速させるために、行政だけでなく、
多くの市民・事業者等が参画できる環境を
整え、自然エネルギーによるまちづくり
飛騨高山モデル」の仕組みづくり
（制度設計・事業化）を行う。

自然エネルギーによるまちづくり検討委員会

自然エネルギーを活用したまちづくり「飛騨高山モデル」の実現

【フォーラム】2014.1.18
・藻谷浩介氏（里山資本主義）講演会
・高山を自然エネルギー利用日本一のまちにするにはどうする
の！？会議（いとうせいこう氏 ほか）

【オープンセミナー】2014.2.1～2.22
①太陽からエネルギーの地産地消へ（おひさま進歩エネルギー）
②マイクロ地熱で環境共生型の発電を（小浜温泉エネルギー）
③生ごみを無駄にしないバイオマス（福岡県大木町）
④木を使い切る森からのバイオマス（北海道下川町）
⑤バイオマスを液体燃料に変える（日本新エネルギー開発）

【一週間集中講座】2014.3.1～3.7
3/1(土)地熱、3/2(日)太陽光、3/3(月)風力、3/4(火)省エネ、
3/5(水)小水力、3/6(木)バイオマス、3/7（金）地域通貨

・バイオマス発電の事業化研究
・全国先進地事例の研究
・地域の再エネ条例の状況把握
・京大ドイツ視察報告
・産業連関表に関する勉強会 ・・・等々

京都大学植田教授との勉強会

（高山市再エネ会議）

地域からの声
盛り上がり

再エネＮＰＯ法人
立ち上げ

バイオマス利用
検討したい

情報発信

設立検討
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○高山市における自然エネルギーの導入拡大を加速させるために、行政だけでなく、
多くの市民・事業者等が参画できる環境を整え、自然エネルギーによるまちづくり
「飛騨高山モデル」の仕組みづくり（制度設計・事業化）を行う。

【委員】
市民の代表者（ＮＰＯ等関係団体、市内事業者、金融機関、大学、行政等）
計９名（Ｒ５）

市民参加・参画のしくみづくり

高山市自然エネルギーによるまちづくり検討委員会

「高山市新エネルギービジョン」 (H26～R2）
～自然エネルギー利用日本一の環境都市を目指して～

自然エネルギーを活用したまちづくり「飛騨高山モデル」の実現
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自然エネルギーによるまちづくりの提言
提言１「持続可能な森林経営と森林資源の適正な需要拡大を推進するともに、木質バイ

オマスの安定供給を実現する仕組みを構築すること 」

提言２「地域の民間事業者が主体となった公益性のある熱供給ビジネスの創出により、

木質バイオマスの需要先拡大を図ること」

提言３「公共施設において、民設民営の木質バイオマスによる熱供給ビジネスのパイロ

ット事業を実施し、そのノウハウを蓄積・共有化することにより、地域におけ

る人材育成を推進すること」

提言４「自然エネルギーによるまちづくりの将来像の共有化や自然エネルギーを推進す

る体制を整えることにより、自然エネルギーの利用を促進すること」

平成２８年１月２０日 市長（当時）へ提言

平成２６年に設立された当時の検討委員会では、高山市
が有する豊かな自然資源を活用した自然エネルギーによ
るまちづくりや市民参加の手法を検討するうえで、まず
は、日本一広大な森林の活用を図ることが林業の振興や
雇用の拡大、地域経済循環の促進といった面で大きな効
果が期待できるとして、当面の最優先の取り組みとして
「木質バイオマスの活用と事業化」をテーマに決定した。
平成２７年度には、検討結果をまとめた「４つの提言」
と「３つの飛騨高山モデル」の提案が行われた。



現状から次なるステップへ
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１．国、県、市の動向
➢国や県では地球温暖化対策にかかる各種計画を策定
➢国では温室効果ガス排出量４６％削減（２０１３年度比）を掲げ、各種取組みを加速化
➢市も第二次高山市地球温暖化対策地域推進計画を策定し脱炭素推進を明確化

２．国内の現状と課題
➢電力価格の高騰や新電力会社の淘汰
➢固定価格買取制度（ＦＩＴ・ＦＩＰ）の変遷（価格や条件の変更、新制度への移行など）
➢卒ＦＩＴ（調達期間終了）の発生
➢系統連系の制約緩和（令和５年４月から新たな運用制度（N-1電制）開始予定）

３．市内における自然エネルギーの現状
➢民間事業者を中心とした再生可能エネルギー施設の整備加速化
➢固定価格買取制度による小水力発電整備件数は日本一（令和４年３月現在）
➢奥飛騨温泉郷では小水力発電に加え地熱発電の開発も活発化

木質バイオマス中心から多様な再生可能エネルギー利用への拡充

市は、脱炭素の取り組みの中心軸として、有力な小水力発電を基本に、木質バイオマス発
電が小水力発電を補完する仕組みを構築し、２０５０年のゼロカーボン実現を目指している。
市の脱炭素施策を推進するにあたり、脱炭素先行地域の採択により、国の支援を得て、施

策に取り組むことが早期のゼロカーボンにつながるため、脱炭素先行地域に応募した。
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

① 市町村合併後、人口減少や少子高齢化が進行する旧町村部において、
地域資源を活かした小水力発電の整備により、地域経済循環を実現し、 

     人口減少の緩和や若者の定住につなげ、事業収益の一部を地域におけ
るまちづくりの取組の原資にすることで地域活動の活発化や催事の継続な

     ど、住民のウェルビーイング(幸福度)向上に貢献
② 地域住民を巻き込み、予め意向確認をしながら合意まで協働で進める飛

騨高山モデルにより、合意形成が困難な小水力発電を円滑に導入

① 日本一の森林面積を有する市内森林から伐採される木材を木質バイオマ
ス発電熱電併給の燃料として利用するとともに、排熱を活用した木材乾燥
機を導入

② 共同提案者である中部電力パワーグリットが再エネ自給率をリアルタイムで
把握できるサービスを提供し、見える化することで市民の行動変容につなげ
る

① 市内の中山間地域に飛騨高山モデルによる地域協働型の小水力発電を
10箇所(2,695kW)整備するとともに、製材端材による木質バイオマス発
電の熱電併給を導入し、飛騨高山電力を介して小水力発電立地町内
会と旧町村市街地の需要家へ供給

② 市内の既存及び着工中の小
水力発電5箇所(983.7kW)
のFIT電力を飛騨高山電力

     に特定卸供給することによっ
て、再エネ電力の地域内循

     環を促進

小水力発電所の整備が予定されている小水力発電立地町内会のエリアにおいて、地域住民に予め維持管理や共同出資などの地域参画や地域貢献手法を発電
事業者から提示して合意形成を図り、地域資源を活用した地域協働型小水力発電を整備する飛騨高山モデルを更に推進するとともに、事業で得られた収益の一
部を地域におけるまちづくりの取組などの原資とすることにより、地域サービスとして還元。地域新電力「飛騨高山電力株式会社」が、小水力・木質バイオマス発電に
よる電力を各エリアへ供給することで、再エネの地産地消と地域経済循環の実現を目指す。

高山市：自然エネルギーの利用による地域課題解決モデル
～日本一の面積を有する高山市のゼロカーボンへの挑戦～

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

４．主な取組のスケジュール

３．取組により期待される主な効果

脱炭素先行地域の対象：小水力発電立地町内会(11町内会)、旧町村市街地(旧町村役場周辺9エリア)
主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：住宅1,348戸、民間施設364施設、公共施設55施設
共 同 提 案 者：阿多粕小水力発電株式会社、旗鉾小水力発電株式会社、飛騨高山小水力発電株式会社、阿多野郷・野麦小水力発電株式会社、井

上小水力発電株式会社、塩屋小水力発電株式会社、上青屋小水力発電株式会社、久手観光開発株式会社、濃飛乗合自動車株式会
社、奥飛観光開発株式会社、名古屋鉄道株式会社、飛騨高山電力株式会社、中部電力パワーグリッド株式会社高山支社、一般社団法
人CoIU設立基金、株式会社井上工務店

取組の全体像

飛騨高山電力による電力供給

木質バイオマス発電熱電併給

地域協働型小水力発電(10箇所)導入

特定卸供給（既存・着工中の小水力発電5箇所)

飛騨高山モデル

ウェルビーイング調査(普及啓発事業)

見える化システム(普及啓発事業)導入

小水力発電施設 小水力発電所整備に向けた合意形成
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自ら取り組んできた事業

（木質バイオマス・小水力発電に絞ってご紹介）



バイオマス熱エネルギー事業
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取り組み

© 2022 hida goboc , Inc

製材端材を活かして 高山市と20年間の熱供給締結
高山市荘川桜香の湯 プロポーザル提出 約４００kwの熱利用

 



研究を通じて、飛騨高山小水力発電株式会社（代表取締役：井上博成）を設立。
資本金 8000万円 総事業費７億１千万円
地元の金融機関様のプロジェクトファイナンスにより4台建設
★自身ではじめて研究の社会実装化
発電機4台にて、住宅にすると約640軒分の電力量を生み出す。

取り組み 小水力発電＠岐阜県高山市 はじめて理論と実践の往復でした
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202１年１２月2８日プレスリリース①＠高山市阿多野郷・野麦
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202１年１２月2８日プレスリリース②＠高山市阿多野郷・野麦

16その他市内各所で小水力発電の事業化に取り組んでまいりました。



高山市のFIT水力発電認定件数は日本1位に。
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事業化を進める際に意識している考え方とアプローチ



【特徴】
・太陽光発電などと比べるとス
テークホルダーが多い。

・本シートを用い、博士論文の中に
おいては、全国の事業者をはじめ
地域金融機関をもとに、アンケー
ト調査等を実施しています。

研究 整理軸

19

〔出所〕井上博成・Alexander竜太Keeley(2018)
「日本における小水力発電事業の普及に係る障壁と
課題―事業主体の視点から―」『日本エネルギー学会
誌』（97）247頁より引用。



地域の方と一緒によく検討させていただくこと
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地域に適した事業参加方法

3.共同
出資

2.維持管理

1.合意

新設の目的会社
（SPC）を念頭

町内会との
合意

取水口の
維持管理など

4．役員就任

飛騨高山モデル
１合意のみだけの可能性から、共に事業を行うまで様々な可能性



取り組みの流れ
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1.可能性調査
（机上・現地）

2.調整等

3.事業性評価

4.設計

5.許認可申請

6.土木工事

地点として可能性や法令規制の調査

自治区様/当該エリアの漁協様/地権者様ら
との調整

流量観測や発電所レイアウトなど

発電所や水圧管の設計

必要な申請書の提出（低圧・高圧で変化）

発電所や水圧管の施工



取り組みの全体像
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ありがとうございました

R5.11.14 記者会見 集合写真 R6.1.15 選定証授与式 集合写真
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